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調査設計

調査対象 現在治療中もしくは治療終了1年未満の進行・再発非小細胞肺がん患者さん
（ 進行＝ステージⅢｂもしくはⅣ、再発＝ステージ０~Ⅲaで再発あり）

サンプル数 110名

調査方法 WEBｻｲﾄ「オンコロ」にて募集を行い、インターネットによるアンケート調査を実施

調査期間

下記の患者さんに対して、アンケートの協力を依頼
・がん情報サイト「オンコロ」へ訪問した患者
・肺がん患者会「ワンステップ！」の会員

2018年6月18日～26日



対象者属性
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対象者情報

性別 年代

41
59

男性

女性

5
25

44

19
7

30代以下

40代

50代

60代

70代

(n=110) (n=110)

Unit:%

進行／再発

82

18進行

再発 5435

11陽性

陰性

不明／わからない

EGFR遺伝子変異(n=110) (n=110)※Q1遺伝子検査をしたか不明な6名を含む
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対象者情報

通院施設

22 26 31 21

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

がんセンター 大学病院 国公立病院 その他の病院(n=110)

Unit:%

治療期間 ※再発患者は再発してからの期間

23 22 25 16 12 4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年未満 1-2年未満 2-3年未満 3-5年未満 5-10年未満 10年以上

(n=110)
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対象者情報

有職／無職

5050
有職

無職

（有職者）
働いている日数/ 週

18
11

67

4

週1～2日程度 週3～4日程度 週5日 週6日以上

(n=110)

(n=55)

Unit:%



調査結果
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Summary
Unit:%

治療説明 & 薬剤への期待

一番最初に受けた薬剤治療を開始する際の治療の情報を入手方法は、「医師から説明」が96％であり、次いで、「薬剤師からの説
明」（42%）、「製薬会社からのHP」（38％）であった。

最初の薬剤治療を決める際、7割近い患者（68％）が医師からの説明を理解したと回答したが、一方で自分の考えや意見を伝えたと
回答した患者は半数以下（44％）にすぎない。ただし、 7割以上の患者（71％）が治療決定プロセスに満足している。

がんの薬剤治療に期待することは、大半の患者が「効果の継続」（96%）と回答した。
一方、 避けたい副作用としては、「吐き気／嘔吐」（30%）、「脱毛」（24%）が上位に挙げられた。

治療開始時／変更時の不安

開始時 変更時

治療に
対する不安

最初の治療は、

副作用がつらくないか : 88%
効果が長続きするか : 86％

次の治療は、

どんな副作用があるか : 83%
効果があるのか : 77%

生活の変化に
対する不安

がんの治療によって、

周りに迷惑をかけてしまう : 81%
仕事や家事等の制限 : 79%

次の治療によって、

仕事や家事等の制限 : 68%
周りに迷惑をかけてしまう : 63%

治療を開始するとき、変更すると
き、それぞれのシーンにおける治
療そのものに対する不安、治療に
よる生活の変化に対する不安につ
いて確認した。



治療説明 & 薬剤への期待
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治療変更回数

37

28

13

4

18
0回

1回

2回

3回

4回以上

(n=110)

Unit:%

薬剤変更経験あり63％

※再発患者については、再発後の治療について確認今までに何回、薬を変更してきましたか？

薬剤変更
経験なし

Q
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治療情報の入手

一番最初に受けた薬剤治療を開始する際、どのようにして治療の情報を入手しました？

96

42

38

36

31

14

10

8

5

10

医師からの説明

薬剤師さんからの説明

製薬会社のホームページ

患者さんのブログ

民間の情報提供会社のサイト

看護師さんからの説明

家族／知人／友人に調べてもらって

患者会等への参加によって

病院のホームページ

その他

(n=110)

Unit:%

Q
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治療の説明内容

一番最初に受けた薬剤治療を開始する際、どのような説明がありましたか？
※再発患者については、再発後の治療について確認

88

88

83

82

71

57

33

25

19

5

薬剤についての説明

肺がんのタイプについて

病期（ステージ）について

遺伝子変異検査の結果について

転移部位について

入院等の手続きについて

今後の生活について

予後について

治療にかかる費用について

その他

97

95

66

63

51

27

9

4

副作用の内容について

投与方法について

遺伝子変異について

分子標的薬と抗がん剤があること

どのくらいの期間、効果が続く…

最初の薬剤が効かなくなった…

使える薬剤がなくなったら…

その他

詳細内容は？

(n=110)
(n=97)

Unit:%

Q
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治療決定の際の医師とのコミュニケーション
一番最初に受けた薬剤治療を決める際・・・

(n=110)

医師からの説明を
どの程度理解しましたか？

自分の考えや意見を
医師にどの程度伝えること

ができましたか？

決定のプロセスに対して
どの程度満足されていますか？

Unit:%

35 

33 

22 

8 2 

十分理解できた
↑

どちらとも言えない
↓

全く理解できなかった

理解できた
68％

Q

24 

20 
28 

15 

14 

十分伝えることができた

↑

どちらとも言えない

↓

全く伝えることができなかった

39 

32 

21 

5 4 

十分満足している
↑

どちらとも言えない
↓

全く満足していない

伝えること
ができた
44％

満足している
71％
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治療への期待

86 

11 

2 

0 

1 

治療中の薬剤の効果が長く続くこと

副作用による負担が少ないこと

治療費が高すぎないこと

治療（通院等）に費やす時間が少ないこと

その他
(n=110)

Unit:%

がんの薬剤治療に期待することは何ですか？ ※上位3項目を確認したが、下記の結果は1位に上がった項目Q
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避けたい副作用

30 

24 

11 

8 

6 

5 

吐き気、嘔吐

脱毛

検査値異常（白血球数、好中球数など）

食欲不振

下痢

体がだるい (n=110)

Unit:%

がんの治療で、できれば避けたい薬剤治療の副作用は何ですか？Q
※上位3項目を確認したが、下記の結果は1位に上がった項目で5％以上の回答のみ表示



治療を開始する前の不安

17



18

治療を開始する前の不安
Unit:%

一番最初に受ける薬剤治療を開始する前、治療に対してどのような不安がありましたか？

53

57

17

15

20

15

14

10

15

14

25

29

5

6

12

13

4

3

19

17

4

5

14

16

副作用でつらい治療に

なるのではないかという不安

効果が長続きするのかという不安

治療費がどれくらい

かかるのかという不安

通院回数・時間等に費やす時間が

多くなるのではないかという不安

(n=110)
■ ■

とても
不安だった

全く不安で
なかった

■ ■ ■ ■

← ← → →

治療に対する不安

Q



19

治療を開始する前の不安 ＜治療に対する不安＞
Unit:%

一番最初に受ける薬剤治療を開始する前、治療に対してどのような不安がありましたか？

56

51

24

17

17

20

12

15

15

20

29

22

5

0

0

12

0

5

20

20

7

5

15

15

効果が長続きするのかという不安

副作用でつらい治療に

なるのではないかという不安

治療費がどれくらい

かかるのかという不安

通院回数・時間等に費やす時間が

多くなるのではないかという不安

■ ■
とても

不安だった
全く不安で
なかった

■ ■ ■ ■
← ← → →

58

54

13

13

13

20

14

7

13

13

22

33

7

7

19

13

4

3

19

16

4

3

13

17

効果が長続きするのかという不安

副作用でつらい治療に

なるのではないかという不安

治療費がどれくらい

かかるのかという不安

通院回数・時間等に費やす時間が

多くなるのではないかという不安

(n=41) (n=69)
治療変更なし 治療変更1回以上

治療に対する不安

Q
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治療を開始する前の不安 ＜治療に対する不安＞
Unit:%

一番最初に受ける薬剤治療を開始する前、治療に対してどのような不安がありましたか？

56

54

15

14

15

20

7

7

12

17

31

32

8

3

17

12

3

3

20

17

5

2

10

19

効果が長続きするのかという不安

副作用でつらい治療に

なるのではないかという不安

治療費がどれくらい

かかるのかという不安

通院回数・時間等に費やす時間が

多くなるのではないかという不安

■ ■
とても

不安だった
全く不安で
なかった

■ ■ ■ ■
← ← → →

60

51

16

13

13

18

22

16

13

16

20

27

4

4

7

13

2

4

18

18

7

7

18

13

効果が長続きするのかという不安

副作用でつらい治療に

なるのではないかという不安

治療費がどれくらい

かかるのかという不安

通院回数・時間等に費やす時間が

多くなるのではないかという不安

(n=59) (n=45)
EGFR m+ EGFR m-/不明

治療に対する不安

Q



39

43

35

31

25

27

18

14

17

9

20

19

6

7

12

10

8

9

10

19

4

5

5

7

家族や職場の人など、周りの人に負
担をかけることになるかもしれない
不安

通院回数や副作用によって、仕事や
家事等の「出来ること」が制限され
るかもしれない不安

自分が病気であることを常に考えさ
せられるかもしれないという不安

治療費用が掛かることによって、生
活が圧迫されるかもしれない不安

治療を開始する前の不安
Unit:%

一番最初に受ける薬剤治療を開始する前、治療によって生活の変化に対してどのような不安がありましたか？

(n=110)
■ ■

とても
不安だった

全く不安で
なかった

■ ■ ■ ■

← ← → →

生活の変化に対する不安

Q



43

41

35

28

26

25

16

12

9

16

20

20

10

9

14

12

10

10

13

23

1

0

1

6

22

治療を開始する前の不安 ＜生活の変化に対する不安＞
Unit:%

一番最初に受ける薬剤治療を開始する前、治療によって生活の変化に対してどのような不安がありましたか？

■ ■

とても
不安だった

全く不安で
なかった

■ ■ ■ ■

← ← → →

41

37

37

37

29

27

22

17

10

20

20

17

2

2

7

7

7

5

5

12

10

10

10

10

(n=41) (n=69)

通院回数や副作用によって、仕事や
家事等の「出来ること」が制限され
るかもしれない不安

家族や職場の人など、周りの人に負担
をかけることになるかもしれない不安

自分が病気であることを常に考えさせ
られるかもしれないという不安

治療費用が掛かることによって、生活
が圧迫されるかもしれない不安

通院回数や副作用によって、仕事や
家事等の「出来ること」が制限され
るかもしれない不安

家族や職場の人など、周りの人に負担
をかけることになるかもしれない不安

自分が病気であることを常に考えさせ
られるかもしれないという不安

治療費用が掛かることによって、生活
が圧迫されるかもしれない不安

治療変更なし 治療変更1回以上

生活の変化に対する不安

Q



45

44

33

36

22

22

20

16

11

20

18

13

7

4

11

16

9

2

11

16

4

7

7

4

23

治療を開始する前の不安 ＜生活の変化に対する不安＞
Unit:%

■ ■

とても
不安だった

全く不安で
なかった

■ ■ ■ ■

← ← → →

39

34

36

25

32

29

17

14

7

15

24

24

8

8

12

7

8

12

8

22

5

2

3

8

(n=59) (n=45)

通院回数や副作用によって、仕事や
家事等の「出来ること」が制限され
るかもしれない不安

家族や職場の人など、周りの人に負担
をかけることになるかもしれない不安

自分が病気であることを常に考えさせ
られるかもしれないという不安

治療費用が掛かることによって、生活
が圧迫されるかもしれない不安

通院回数や副作用によって、仕事や
家事等の「出来ること」が制限され
るかもしれない不安

家族や職場の人など、周りの人に負担
をかけることになるかもしれない不安

自分が病気であることを常に考えさせ
られるかもしれないという不安

治療費用が掛かることによって、生活
が圧迫されるかもしれない不安

EGFR m+ EGFR m-/不明

生活の変化に対する不安

一番最初に受ける薬剤治療を開始する前、治療によって生活の変化に対してどのような不安がありましたか？Q



治療変更に対する不安
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治療変更に対する不安
Unit:%

一番最初に受けた薬剤治療を変更する際、新しい治療に関してどのような不安を感じましたか？

45

43

10

12

23

23

16

19

9

17

28

25

10

4

16

10

6

10

22

19

7

1

9

16

次の薬剤が自分には

効かないかもしれないという不安

次の薬剤はどんな副作用が

発現するかわからないという不安

次の薬剤は治療費が

どれくらいかかるのかという不安

次の薬剤の通院回数・時間や

投与方法が大きく変わるという不安

(n=69)
※薬剤変更経
験ありの方

■ ■

とても
不安だった

全く不安で
なかった

■ ■ ■ ■

← ← → →

治療に対する不安



一番最初に受けた薬剤治療を変更する際、新しい治療に関してどのような不安を感じましたか？

26

治療変更に対する不安
Unit:%

48

48

13

15

25

20

13

20

13

20

30

25

10

8

15

8

3

5

20

18

3

0

10

15

次の薬剤が自分には

効かないかもしれないという不安

次の薬剤はどんな副作用が

発現するかわからないという不安

次の薬剤は治療費が

どれくらいかかるのかという不安

次の薬剤の通院回数・時間や

投与方法が大きく変わるという不安

■ ■
とても

不安だった
全く不安で
なかった

■ ■ ■ ■
← ← → →

41

37

4

4

22

30

22

19

4

15

26

26

11

0

19

15

7

15

22

19

15

4

7

19

次の薬剤が自分には

効かないかもしれないという不安

次の薬剤はどんな副作用が

発現するかわからないという不安

次の薬剤は治療費が

どれくらいかかるのかという不安

次の薬剤の通院回数・時間や

投与方法が大きく変わるという不安

(n=40) (n=27)
EGFR m+ EGFR m-/不明

治療に対する不安



32

28

29

16

22

19

17

17

14

16

13

19

7

13

14

13

16

14

13

23

9

10

13

12

次の薬剤の通院回数や副作用によっ
て、仕事や家事等の「出来ること」
が制限されるかもしれない不安

次の薬剤によって、家族や職場の人
など、周りの人に負担をかけること
になるかもしれない不安

次の薬剤によって、自分が病気であ
ることを常に考えさせられるかもし
れないという不安

次の治療の治療費用が掛かることに
よって、生活が圧迫されるかもしれ
ない不安

27

治療変更に対する不安
Unit:%

一番最初に受けた薬剤治療を変更する際、
新しい治療によって生活の変化に対してどのような不安を感じましたか？

(n=69)
■ ■

とても
不安だった

全く不安で
なかった

■ ■ ■ ■

← ← → →

生活の変化に対する不安

Q



26

26

19

11

19

22

19

30

15

11

15

11

7

7

15

15

19

19

7

22

15

15

26

11

28

治療変更に対する不安
Unit:%

■ ■

とても
不安だった

全く不安で
なかった

■ ■ ■ ■

← ← → →

35

28

35

18

25

18

18

10

15

20

13

25

8

18

15

13

13

10

15

23

5

8

5

13

(n=40) (n=27)

次の薬剤の通院回数や副作用によっ
て、仕事や家事等の「出来ること」
が制限されるかもしれない不安

次の薬剤によって、家族や職場の人な
ど、周りの人に負担をかけることにな
るかもしれない不安

次の薬剤によって、自分が病気である
ことを常に考えさせられるかもしれな
いという不安

次の治療の治療費用が掛かることに
よって、生活が圧迫されるかもしれな
い不安

一番最初に受けた薬剤治療を変更する際、
新しい治療によって生活の変化に対してどのような不安を感じましたか？

Q

次の薬剤の通院回数や副作用によっ
て、仕事や家事等の「出来ること」
が制限されるかもしれない不安

次の薬剤によって、家族や職場の人な
ど、周りの人に負担をかけることにな
るかもしれない不安

次の薬剤によって、自分が病気である
ことを常に考えさせられるかもしれな
いという不安

次の治療の治療費用が掛かることに
よって、生活が圧迫されるかもしれな
い不安

EGFR m+ EGFR m-/不明

生活の変化に対する不安



29

治療変更に対する不安の程度
Unit:%

2回目の変更時、初回の治療変更と比べて、不安に感じる程度はいかがでしたか？Q

32

37

32
初回の治療変更の方が不安であった

不安の程度は変わらなかった

2回目の方が不安であった

(n=38)



30

治療中に安心するとき

95 
77 

70 
59 

50 
47 

31 
30 
29 

6 

検査結果で異常がなかったとき

薬の効果を実感できたとき

副作用が感じられないとき

趣味ができているとき

家事が出来ているとき

仕事ができているとき

仲間や友人と話しているとき

周りの人が理解を示してくれたとき

自分の悩みを聞いてもらえたとき

その他
(n=110)

Unit:%

治療を受けてる（受けていた）中で、どのようなときに安心されますか？Q
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治療中に大切にしていること

(n=110)

Unit:ｎ

治療を受けてる（受けていた）中、日常生活でどのようなことを大切にされていますか？Q
※自由回答をまとめた結果

生活スタイル面に関する回答

✔ 変わらない生活をする
／普段どおり過ごす（仕事や趣味など） : 34名

✔ 食事をきちんととる／体調管理／適度な運動: 24名

✔ 家族や友人との時間を大切にする: 21名

✔ やりたいこと／好きなことをやる／楽しむ: 19名

✔ 無理をしない／自分のペースで過ごす: 6名

感情面に関する回答

✔ 前向きな気持ちを持つ／明るく過ごす: 13名

✔ ストレスをためない／リラックスする: 7名

✔ 病気のことを考えない: 8名

✔ 感謝の気持ちを持つ: 6名
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